
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災の翌朝から義援金募集の看板と義援金ＢＯＸを設置すると共に、読売新聞、神戸新聞、朝

日新聞を通じてリサイクル品提供を呼びかけ、３月１２日から１ヶ月間、リサイクルショップの売上金のす

べてを読売新聞社「読売光と愛の事業団」を通じて被災地に届けました。皆様の温かいご支援ありがとう

ございました。 

【内訳】                
 
 
 
 

 

１６年前、当法人に岩手県から何年にも亘り、手づくり品を送り続けてくださり、いつまでも神戸を忘れず

に応援してくださった人々の手づくりの温もりに励まされました。そこで当法人は、お返しをしたくとも、直

接現地で救援活動ができない人々と東北の被災者の架け橋となるために、心のこもった手づくり品を募

っています。第 1 回目は当法人が現地に赴き、被災者に届けます。今後も被災者の声を聴きながら、息

の長いお返しをしていきます。皆様のご支援をお願いいたします。 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

発行 特定非営利活動法人 東灘地域助け合いネットワーク 

          TEL 078-843-4029/4446   FAX 842-2907 

【

市民が助け合い安心して暮らせる共生社会をめざしています 

平成２３年・夏号 
通算７６号 

【東日本大震災】 義援金を送りました 

【神戸からのお返し】 手づくり品募集 

手 づ く り 作 品

材 料 募 集

発 送 先 の 予 定

募 集 期 間

目 標 数

ボ ラ ン テ ィ ア 募 集

支 援 金 募 集

手提げかばん(大)・ワイシャツから作る割烹着･ミニ裁縫セット 

丈夫で汚れの目立ちにくい色物。メッセージを添えてください。 

生地、毛糸、フェルト、新品同様の色・柄物ワイシャツ（L・LL 寸） 

木綿白糸、黒糸、はさみ(１５センチ以内) 、ゴムひも、その他 

お届け作業を手伝える方 

支援金、金券、未使用切手、はがき、書き損じはがき等 

【使用目的】 現地までの交通費、発送費等 

避難所・仮設住宅・自宅の被災者、地元支援者からの紹介者 

第１回締め切り ２３年６月 2８日（第 2 回目の日程は未定） 

１０００人分【お一人様１点～何点でも】 

【募集内容】 

＊割烹着とミニ裁縫セットの作り方は当法ホームページからダウンロードできます。 

 http://homepage3.nifty.com/kobetasukeai/   ＊事務所でも準備できますのでお申し出ください。 

義  援  金 
リサイクルショップ売上金 
当法人から拠出金 
合   計 

２７８，２０５円 
３０２，０２６円 
４１９，７６９円 

１，０００，０００円 



１、生活支援 利用者数 24％ 活動時間 18％アップ 

①コーディネートシステムの構築 

 謝金計算システムの組み込みはほぼ完了。利用者と

支援者データーベースの整備は 23 年度前半を目処に

完成させる予定です。 

②支援者研修の充実 

｢生活支援ハンドブック｣の改定。法人の研修を３回、

ひょうごん福祉ネットの合同研修を３回実施しました。 

③「ひょうごん福祉ネット」との連携事業 

２１年度に神戸市の非営利組織による合同研修や制

度外サービス実態調査事業などを積極的に取り組んだ

成果として２２年度は神戸市長とのタウンミーティングや

１０月から１年間の「高齢者地域助け合い支援事業」（神

戸市介護保険課より受託）に繋がりました。 

 

２、移送サービス   講習で充実 

２３年１月、｢移送サービス運転協力者講習｣を事務局

スタッフ３名が受講し、今後は６名の臨機応変な対応が

可能になります。この事業は依然として厳しい経営状態

が続いているため、待機時間の解消、人件費の節減、 

                 及び福祉車両の有効利用を図ってきました。 

３、生きがい対応型ミニデイサービス 4 年ぶり増加 

 この事業は平成１２年から、自立した高齢者の生きが

いづくり、仲間づくりに大きく寄与してきました。この事業

は介護予防の効果

は高いはずなのに、

利用に結びついて

いないのが現状で

す。その理由として、

参加者には介護保

険制度の「自立判

定」「年齢」「家族構成」「居住地｣等の制約があります。

このような状況から従来型は平成１８年をピークに利用

者が減少気味でした。２２年度は内容充実、地域連携強

化等の成果が実り、４年ぶりに増加に繋がりました。さら

に 5 月より新規で毎週木曜日、短時間型デイサービスを

始めました。毎回、手づくりのお菓子を用意し、特に自宅

に引きこもりがちな男性を引き出すためのプログラムを

意識し、試行錯誤しながら進めてきました。 

 

４、駅前等における駐輪指導業務  駐輪場と一体 

２２年４月１日より、週２回、駐輪指導業務を神戸市から

受託しました。駅周辺の放置自転車等禁止区域を巡回し、

放置している自転車･バイクに対するマナー札・警告札の

貼り付けが主な業務です。放置自転車を減らすために、適

切な指導だけでなく自転車駐輪場の案内をしたり、毎月１

回自転車駐輪場のゴミ拾いキャンペーンと一緒に活動し

たり、啓発活動に協力をしてきました。 

   

５、東灘ぱらボラ   発信力と地域連携強化 

平成１６年から東灘区の住民が「人との出会い・仲間づ

くり・学ぶ喜びと楽しみ」が感じられるコミュニティ情報紙

｢東灘ぱらボラ｣をモノクロで発行してきましたが２２年１２

月号よりカラー印刷することになりました。経費が嵩みま

すが、カラー版の効果の検証を行い、これまで以上に紙面

の内容も充実させていきます。また当法人の発信力と連

携強化をめざし、よりよい広報紙を目指していきます。 

 

６、スタッフ研修  リスクマネジメント勉強会 

活動の広がりと共に、安心安全なサービスの提供が求

められていますが、その一方で事故の発生が顕在化して

います。一旦事故が起こったり対応が適切でなかったりす

るとＮＰＯに対する批判が大きくなり、一気に信用を失い活

動の存続すら危ぶまれることになりかねません。そこでス

タッフ全員が｢ボランティア｣という甘えを捨て、｢リスクマネ

ジメントを認識して組織を変える｣ことを目的に、5 回連続

で研修に取り組みました。事業を行う上でつきものである

リスクに対して、｢守り｣ではなく｢前向きな姿勢｣をとるため

に日常業務の標準化、知識の習得、チェック機能体制の

確立等と、具体的な事例に基づき対処の仕方、リスクの軽

減策を話し合いました。23 年度もこの研修を継続させ、マ

ニュアルを作成していきます。 

第 10 期事業報告 

年間延べ利用者数の推移

（従来型）
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第１０期決算報告 ｋｋｋｋｋｋ

収支計算書 平成 22/4/1～23/3/31 単位：円         

収 

入 

の 

部 

会費収入 525,000 

生活支援事業収入 5,135,968 

ミニデイ事業収入 2,487,345 

文化交流事業収入 8,003,244 

環境保全事業収入 2,838,538 

まちづくり事業収入 8,035,086 

助成金収入 500,000 

寄付金収入 1,229,501 

その他雑収入 695,676 

収入合計 29,450,358 

支 

出 

の 

部 

生活支援事業費 4,542,273 

ミニデイ事業費 1,734,785 

文化交流事業費 6,366,754 

環境保全事業費 2,739,813 

まちづくり事業支出 6,431,369 

管理費 7,583,687 

小計 29,398,681 

当期収支差額 51,677 

支出合計 29,450,358 

 

  利用者数（平成２２年度） 
  事業内容 回数 利用者 

生活支援 

移送サービス 549 1,000 

日常生活支援 2324 2,324 

音声パソコン 34 57 

ミニデイ ミニデイサービス 105 728 

文化交流事業 
茶話やかカルチャー 248 3,988 

カルチャー作品展 2 358 

健全育成 子どもカルチャー 88 4,420 

子育て支援 子育て支援 88 348 

その他 

フリマ 1 512 

担い手養成講座 8 179 

研修・その他 4 139 

合     計 14,053 

２３年３月末現在 正会員６６名 

阿賀谷英雄 倉橋  力 高塚 秀樹 日髙 隆三 

有谷 真弓 黒田 龍子 髙畑千恵子 平澤 時代 

居内見恵子 小林 一世 田中たみ子 藤本 道雄 

池田 智英 小林 允子 谷垣 康子 藤原 浤子 

伊藤 澄子 小南 照子 谷尻  仁 古谷 敏郎 

稲場 圭信 近藤 徹雄 玉澤 道夫 松井 俊夫 

入江 立身 坂井久寿恵 千足耕一郎 三上文一郎 

宇治 初江 坂本佐栄子 津田 文惠 三木  正 

岡田  勝 咲山 周一 戸田 徳一 村上 悦朗 

小川 秀一 佐々木史子 中井 良昌 村上 直子 

加賀 秀樹 佐藤 政仁 長尾 牧子 村山メイ子 

笠原 和子 芝崎 信子 長塩 いよ 元川 幸子 

上総 吉延 柴谷 伶子 西岡 正男 安井 久子 

河村 大輔 清水 幸子 西田 幹子 山口 一史 

岸本ちづゑ 下村 由美 浜谷 照子 横瀬 豊嗣 

岸本 鶴子 下山 克美 濱村 廣澄  

久次米一良 多賀 順子 日浦  保  

第１１期 役 員 
理 事 長  村山メイ子  

副理事長  久次米一良・下村 由美 

理    事  松井 俊夫・横瀬 豊嗣・森口恒子 

監  事  山口 一史・村上 悦朗 

第11期事業計画重点目標 
１、収益を確保しつつ、新たな社会貢献

を目指した事業構想を練る 

①生活支援事業を永続かつ安定したものとすべく介 

護保険制度の動向に注目しつつ新戦略を検討する。 

②生きがい対応型ミニデイサービスの利用者拡大の 

ための方法を考える。 

③新たな指定管理者制度等の開拓と研究。 

④認定ＮＰＯ法人のメリット･デメリットを考え、取得に 

向けて検討する。 

２、 みんなで語ろう「近未来ネット」 

現代社会は決して誰もが安心して暮らせるまちでは 

ありません。安心した暮らしを支えるためには、地域 

の課題を行政に頼るのではなく、住民同士の助け合 

いで解決していくことが求められています。そこで当法 

人は｢近未来ネット｣と称し、誰もが安心して暮らせる 

地域をめざし、ボランティアや会員の皆様と共に意見 

交換ができる場をつくり、当法人の中期計画･長期計 

画を考えていきます。新しい成長を目指し、これまで 

以上に地域に貢献して参ります。 

また、茶話やか広場も本来の居場所としての役割が 

失われつつあり、ボランティアも含めた地域住民のた 

めの居場所のあり方を見直していきます。 



 

ご支援ありがとうございました。（順不同・敬称略）   
（平成 2３年３月１３日～平成 2３年５月２３日） 

正会員（総数７２名） 

有谷 真弓 上総 吉延 坂本佐栄子 千足耕一郎 

市川 宏 河村 大輔 佐々木史子 藤原 浤子 

宇治 初江 北村 生夫 下村 由美 村山メイ子 

大久保富美 久次米一良 下山 克美 毛利 眞弓 

越智 美恵 小林 一世 玉澤 道夫 森口 恒子 
 

賛助会員 個人（総数１６４名） 

池田 直子 大洞 直子 寺口 孝一 前橋 枝美 

伊東 晃世 髙下 雪枝 仲野 康代 守屋  央子 

伊藤 佳代 田村 幸子 長田 行弘 山路 富子 

伊藤 真人 谷川 美子 永本 繭美 吉本 映三 

上野 秀俊 千田 明美 濱中てるみ 吉田 昌二 

大竹修四郎 塚本 博之 馬場 益子   

佐々木忠夫 冨田あい子 藤井 潤子   

 

賛助会員 団体 （総数４団体） 
（有）エイワ自動車 

 

寄 付 者（23 名） 
有谷 真弓 坂本佐栄子 津田 文恵 村山メイ子 

海老名 巌 下村 由美 中村 久子 村山 靖昌 

岡野喜美子 関   尚 中本八重子 安居 秀子 

小野 貞子 高塚 秀樹 東根 順子 山本ひで子 

栗原 陽子 田中 尚美 平井三津郎 吉用 慈鑑 

小林 一世 田中 正子 米谷 和子   
 

新規ボランティア（総数 2２4 名）  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

丸大ハム中元ギフト斡旋特別企画のご案内 
 

丸大ハム中元ギ

フト商品を市価の

３割引で提供して

いただき、お買い

上げの５％を当法

人に寄付していた

だいています。 

バザー用品の提供ありがとうございました 
赤司 節子 垣浦 淑子 スギタケイコ 引頭真由美 

秋田 直美 垣浦 正子 杉本麻佐美 福田 葉純 

遊川 寿子 加藤 峰子 須藤 幸子 藤井 久子 

足立 美樹 金川 千代 関    尚 藤本 浩美 

阿野 理加 金澤 光子 千代延真弓 藤原セツ子 

阿部 叔枝 金子 垣子 大栄美代子 藤原 由実 

荒川心夕実 上山 幸夫 大楽 幸子 船越 幸代 

有谷 真弓 河合 行子 多賀 順子 船水 雅子 

粟野 ﾕﾐｺ 川勝 千秋 高田ゆみ子 堀内 順子 

池本 芳江 貴志久美子 髙畑千恵子 堀部 光男 

井沢 勝彦 岸 三智子 武市 幸子 前田 純子 

石田 旦子 岸本ちづゑ 武辺 徳雄 前田友紀子 

石谷 智子 北方 進子 武元紀美子 益田 一美 

井藤 久代 喜納 明子 田路 和子 松田 郁子 

伊東マツ子 木下 華子 田所 恭子 松本 寿子 

稲岡かつみ 木下 文雄 谷口 照子 三河 久嘉 

稲垣 節子 木下 光子 田村芙美子 三戸伊津子 

井上 つる 木村 志穂 千足 博子 宮内 昌子 

井村美栄子 木村 弘利 千代延真弓 都升香代子 

岩城めぐみ 草野 千歳 塚本 文子 三好 崇子 

岩崎 隆子 工藤 啓子 辻元かず子 村上 静子 

岩本佐代子 工藤 未美 津田 一夫 村上ちえ子 

岩本 昌子 久保美樹子 都竹香代子 村上 直子 

引頭真由美 熊谷 浩子 寺口 功 村上 善子 

上田 勝一 熊野 千秋 寺西 栄子 村田亜佐美 

上田真理子 黒笹多美子 戸尻 幸子 村松 和枝  

上原三和次 黒田ヱミ子 殿山 順子 村山 直子 

上山 幸男 小泉佐久子 富田 千代 村山メイ子 

内木 博子 後藤 あや 長尾 牧子 毛利 眞弓 

大江 潤子 小林 育美 中川モリヱ 森 美智子 

大賀 直子 小村いつ代 中道 智子 森脇 恵子 

大木 恭江 斉藤 節子 中村麻見子 山内 典子 

大久保武治  坂本佐栄子 中村 知子 山門 まり 

大西やえこ 笹部 郁子 中村 久子 山下 明美 

大野 芳子 佐藤せい子 中村 正子 山田 麻子 

岡田 和子 佐藤 信子 中村 有子 山根タカ子 

岡山 恵 塩川きよ子 中村 美子 山元 明美 

桶谷 千明 宍戸 恭子 中本 英美 山本ひで子 

帯田チエ子 実積たつお 西海 敦子 遊川 寿子 

尾畑 秋子 柴田 旦子 西村みどり 吉川 眸子 

小原冨美子 嶋井 康博 野元紀美子 吉田 幸代 

甲斐美惠子 下浦 啓子 長谷 武 簾畑 紗耶 

長坂文具店  下中 節子 花棚村孝子 宮田フトン店 

牛    丹 とりてつ 西 松永ネットワーク 

リサイクル品のご提供をお願いします 
ご家庭でご不用の食器、日用雑貨、季節の衣類などの

ご寄付を募っています。 

売上金は東日本大震災の支援金と地域の福祉活動の

一部として活用させていただきます。 

引越しなどによる多量の場合はご自宅まで引き取りに

お伺いしますので、お気軽にお問合せください. 

有田 慶憲 上野 秀俊 岡田 豊久 田所  恭子 

濱中てるみ 馬場 益子 森本 建美 山路  富子 

〒658-0046  

神戸市東灘区御影本町 6-15-17 御影旨水館西 

TEL ： 078-843-4029  FAX ： 078-842-2907  

午前 10 時～午後 5 時 （日・水 休み） 
URL ： http://homepage3.nifty.com/kobetasukeai/ 

Mail ： kobetasukeai@nifty.com  

発行責任者 ： 村山メイ子 
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